
(57)【要約】

【課題】回路遮断器の消弧装置について、従来構造の一

部を変更して消弧能力の向上を図る。

【解決手段】固定接触子１と対をなす可動接触子２の開

極移動経路に複数枚のグリッド板４ａで構築した消弧グ

リッド４を配置し、固定接触子には接点部から前記消弧

グリッドに向けて延在するアークランナ３を設けた回路

遮断器の消弧装置において、前記アークランナに併設し

て、電流遮断時に固定接点１ａからアークランナ３に移

動してきたアークの熱を受けて熱分解ガスを発生する絶

縁物（樹脂）６をアークランナに近接配置し、消弧グリ

ッド４によるアーク分断効果に加えて、前記絶縁物６の

熱分解ガスによるアーク冷却効果を有効に機能させ、こ

れによりアーク電圧を素早く高めて消弧性能の向上化を

図る。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
固 定 接 触 子 と 対 を な す 可 動 接 触 子 の 開 極 移 動 経 路 に 複 数 枚 の グ リ ッ ド 板 で 構 築 し た 消 弧 グ
リ ッ ド を 配 置 し 、 固 定 接 触 子 に は 接 点 部 か ら 前 記 消 弧 グ リ ッ ド に 向 け て 延 在 す る ア ー ク ラ
ン ナ を 設 け た 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 に お い て 、
前 記 ア ー ク ラ ン ナ に 併 設 し て 、 電 流 遮 断 時 に 固 定 接 点 か ら ア ー ク ラ ン ナ に 移 動 し て き た ア
ー ク の 熱 を 受 け て 熱 分 解 ガ ス を 発 生 す る 絶 縁 物 を ア ー ク ラ ン ナ に 近 接 配 置 し た こ と を 特 徴
と す る 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
固 定 接 触 子 と 対 を な す 可 動 接 触 子 の 開 極 移 動 経 路 に 複 数 枚 の グ リ ッ ド 板 で 構 築 し た 消 弧 グ
リ ッ ド を 配 置 し 、 固 定 接 触 子 に は 接 点 部 か ら 前 記 消 弧 グ リ ッ ド に 向 け て 延 在 す る ア ー ク ラ
ン ナ を 設 け た 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 に お い て 、
　 可 動 接 触 子 の 開 極 移 動 経 路 を 左 右 か ら 挟 ん で 消 弧 グ リ ッ ド の 内 側 入 り 口 域 に 一 対 の 絶 縁
壁 を 配 置 し た 上 で 、 該 絶 縁 壁 の 一 部 を 消 弧 グ リ ッ ド の 奥 側 に 延 長 し 、 該 延 長 壁 部 を グ リ ッ
ド 板 の 一 部 と 置 き 換 え て 消 弧 グ リ ッ ド の 内 方 に 拡 大 し た ガ ス 通 路 を 確 保 し た こ と を 特 徴 と
す る 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 消 弧 装 置 に お い て 、 絶 縁 壁 の 延 長 壁 部 を 、 ア ー ク 熱 を 受 け て 熱 分 解 ガ ス を
発 生 す る 樹 脂 材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の 消 弧 装 置 に 請 求 項 ２ ， ３ の 構 成 を 併 設 し て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 回 路
遮 断 器 の 消 弧 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 配 線 用 遮 断 器 ， 漏 電 遮 断 器 な ど を 対 象 と す る 回 路 遮 断 器 の 電 流 遮 断 部 に 装 備
し た 消 弧 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 頭 記 し た 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 と し て 電 流 遮 断 部 に 消 弧 グ リ ッ ド を 装 備 し た 構 成 の も の
が 公 知 で あ り （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 そ の 消 弧 装 置 の 従 来 構 造 を 図 ５ （ ａ ） ， （ ｂ
） に 示 す 。 図 ５ に お い て 、 １ は 先 端 の 接 点 部 を コ 字 形 に 折 り 返 し て 形 成 し た 固 定 接 触 子 、
１ ａ は 固 定 接 点 、 ２ は 回 動 式 の 可 動 接 触 子 、 ２ ａ は 可 動 接 点 、 ２ ｂ は 可 動 接 触 子 の 支 点 、
３ は 固 定 接 触 子 １ の 接 点 部 に 連 ね て そ の 先 端 側 に 延 在 す る ア ー ク ラ ン ナ 、 ４ は 消 弧 グ リ ッ
ド （ 消 弧 室 ） 、 ４ ａ は 可 動 接 触 子 ２ の 開 極 移 動 経 路 に 沿 っ て 配 列 し た グ リ ッ ド 板 （ 鋼 板 ）
で あ り 、 グ リ ッ ド 板 ４ ａ の 相 互 間 隔 が ガ ス 通 路 と し て 機 能 す る 。 な お 、 図 示 し て な い が 、
消 弧 グ リ ッ ド ４ は 遮 断 器 ケ ー ス 内 の ガ ス 排 出 通 路 を 経 て ケ ー ス 外 方 に 通 じ て い る 。
　 上 記 の 構 成 で 、 定 常 通 電 時 に は 可 動 接 触 子 ２ は 閉 極 位 置 に あ っ て 可 動 接 点 ２ ａ が 固 定 接
触 子 １ の 固 定 接 点 １ ａ に 接 触 し て 圧 接 バ ネ （ 図 示 せ ず ） に よ り 押 圧 付 勢 さ れ て い る 。 こ の
状 態 か ら 主 回 路 に 短 絡 電 流 な ど の 過 電 流 が 流 れ る と 、 固 定 接 触 子 １ ， 可 動 接 触 子 ２ に 流 れ
る 電 流 の 磁 界 に よ り 固 定 接 触 子 １ と 可 動 接 触 子 ２ の 間 に 電 磁 反 発 力 が 生 じ 、 こ の 電 磁 反 発
力 が 可 動 接 点 ２ ａ を 固 定 接 点 １ ａ に 押 圧 す る 接 圧 バ ネ の 荷 重 を 上 回 る と 、 可 動 接 触 子 ２ は
支 点 ２ ｂ を 中 心 に 開 極 位 置 に 向 け て 固 定 接 触 子 １ か ら 上 方 に 開 離 す る と と も に 、 同 時 に 固
定 接 点 １ ａ と 可 動 接 点 ２ ａ の 極 間 に 発 生 し た ア ー ク Ａ ｒ ｃ が 可 動 接 触 子 ２ の 開 極 経 路 に 伸
長 す る 。 ま た 、 ア ー ク は 可 動 ， 固 定 接 触 子 を 通 流 す る 電 流 か ら の 電 磁 力 を 受 け て 消 弧 グ リ
ッ ド ４ の 内 方 に 駆 動 さ れ 、 同 時 に ア ー ク の 電 極 点 （ ア ー ク の 足 ） が 固 定 接 触 子 １ の 固 定 接
点 １ ａ か ら ア ー ク ラ ン ナ ３ に 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 ア ー ク は グ リ ッ ド 板 ４ ａ に よ り 分 断
さ れ て そ の 電 極 降 下 に よ り ア ー ク 電 圧 が 急 速 に 高 ま る と と も に 、 グ リ ッ ド 板 ４ ａ の 冷 却 効
果 に よ る 熱 損 失 も 加 わ っ て ア ー ク が 消 滅 し 、 電 流 が 限 流 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 ま た 、 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 と し て 、 図 ６ で 示 す よ う に Ｕ 字 形 の 磁 性 グ リ ッ ド 板 ４ ａ を
積 層 し た 消 弧 グ リ ッ ド ４ に 対 し 、 可 動 接 触 子 ２ の 開 極 移 動 経 路 を 左 右 か ら 挟 ん で グ リ ッ ド
の 内 側 に 一 対 の 絶 縁 壁 ５ を 配 置 し 、 電 流 遮 断 時 に 固 定 ／ 可 動 接 触 子 間 に 発 生 し た ア ー ク を
電 磁 駆 動 力 に よ り 消 弧 グ リ ッ ド ４ の 内 方 に 駆 動 し て 分 断 す る と と も に 、 ア ー ク 熱 に よ り 前
記 絶 縁 壁 ５ か ら 発 生 す る 熱 分 解 ガ ス で ア ー ク を 冷 却 す る ア ブ レ ー シ ョ ン 作 用 も 加 え て ア ー
ク 消 滅 を 促 進 す る よ う に し た 自 力 消 弧 方 式 も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ２ ６ １ ４ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ３ － ２ ５ ７ １ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 し た 消 弧 方 式 の 回 路 遮 断 器 で は 、 電 流 遮 断 時 に 発 生 す る ア ー ク を で き る だ け 短 時 間
で 消 弧 さ せ る よ う に 消 弧 能 力 を 高 め 、 併 せ て ア ー ク に よ る 固 定 接 点 の 損 耗 を 低 く 抑 え る に
は 、 固 定 ／ 可 動 接 点 間 に 発 生 し た ア ー ク を 固 定 接 触 子 １ の 接 点 １ ａ か ら で き る だ け 早 く ア
ー ク ラ ン ナ ３ に 移 行 さ せ た 上 で 、 消 弧 グ リ ッ ド ４ へ の 押 し 込 み に よ る ア ー ク 分 断 効 果 、 さ
ら に は ア ー ク 熱 を 受 け て 絶 縁 物 か ら 発 生 す る 熱 分 解 ガ ス に よ る ア ー ク の 冷 却 ， お よ び ア ー
ク エ ネ ル ギ ー 消 費 の 効 果 を 有 効 に 機 能 さ せ る こ と が 重 要 で あ る 。
　 か か る 点 に つ い て 、 消 弧 グ リ ッ ド ４ を 構 成 す る グ リ ッ ド 板 ４ ａ の 枚 数 を 増 や せ ば ア ー ク
の 分 断 数 が 多 く な っ て ア ー ク 電 圧 が 高 ま る 反 面 、 回 路 遮 断 器 内 部 の 限 ら れ た 消 弧 ス ペ ー ス
で グ リ ッ ド 板 ４ ａ の 枚 数 を 増 す と グ リ ッ ド 板 の 相 互 間 隔 が 狭 ま っ て 十 分 な ガ ス 通 路 が 確 保
で き ず 、 こ の た め に 消 弧 グ リ ッ ド ４ へ の ア ー ク 移 行 が 遅 れ る ほ か 、 発 生 ガ ス 流 に よ る ア ー
ク の 冷 却 機 能 も 十 分 発 揮 で き ず に 消 弧 能 力 が 逆 に 低 下 し て し ま う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 従 来 構 造 の 一 部 に 変 更 を 加 え る こ と に よ
り 、 消 弧 グ リ ッ ド に よ る ア ー ク 分 断 効 果 ， お よ び 絶 縁 物 の 熱 分 解 ガ ス に よ る ア ー ク 冷 却 効
果 を 有 効 に 機 能 さ せ て 消 弧 能 力 の 向 上 が 図 れ る よ う に 改 良 し た 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 固 定 接 触 子 と 対 を な す 可 動 接 触 子 の 開 極
移 動 経 路 に 複 数 枚 の グ リ ッ ド 板 で 構 築 し た 消 弧 グ リ ッ ド を 配 置 し 、 固 定 接 触 子 に は 接 点 部
か ら 前 記 消 弧 グ リ ッ ド に 向 け て 延 在 す る ア ー ク ラ ン ナ を 設 け た 回 路 遮 断 器 の 消 弧 装 置 に お
い て 、
（ １ ） 前 記 ア ー ク ラ ン ナ に 併 設 し て 、 電 流 遮 断 時 に 固 定 接 点 か ら ア ー ク ラ ン ナ に 移 動 し て
き た ア ー ク の 熱 を 受 け て 熱 分 解 ガ ス を 発 生 す る 絶 縁 物 を ア ー ク ラ ン ナ に 近 接 配 置 す る （ 請
求 項 １ ） 。
（ ２ ） 前 記 可 動 接 触 子 の 開 極 移 動 経 路 を 左 右 か ら 挟 ん で 消 弧 グ リ ッ ド の 内 側 入 り 口 域 に 一
対 の 絶 縁 壁 を 配 置 し た 上 で 、 該 絶 縁 壁 の 一 部 を 消 弧 グ リ ッ ド の 奥 側 に 延 長 し 、 該 延 長 壁 部
を グ リ ッ ド 板 の 一 部 と 置 き 換 え て 消 弧 グ リ ッ ド の 内 方 に 拡 大 し た ガ ス 通 路 を 確 保 す る よ う
に し （ 請 求 項 ２ ） 、 さ ら に 前 記 絶 縁 壁 の 延 長 壁 部 を 、 ア ー ク 熱 を 受 け て 熱 分 解 ガ ス を 発 生
す る 樹 脂 材 で 構 成 す る （ 請 求 項 ３ ） 。
（ ３ ） 前 項 （ １ ） と （ ２ ） の 構 造 を 併 設 す る （ 請 求 項 ４ ） 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 次 記 の 効 果 を 奏 す る 。
　 前 記 （ １ ） 項 の 構 成 に よ れ ば 、 電 流 遮 断 時 に 固 定 ／ 可 動 接 点 間 に 発 生 し た ア ー ク が 電 磁
駆 動 に よ り 固 定 接 触 子 の 接 点 か ら ア ー ク ラ ン ナ に 移 行 す る と 同 時 に 、 こ の 位 置 に 配 し た 絶
縁 物 が ア ー ク 熱 を 受 け て 熱 分 解 ガ ス を 発 生 し 、 ア ー ク を 冷 却 し て ア ー ク 電 圧 を 上 昇 さ せ る
と と も に 、 ガ ス 発 生 に よ り ア ー ク エ ネ ル ギ ー を 消 費 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 消 弧 グ リ ッ ド に
よ る ア ー ク 分 断 と の 相 乗 効 果 で ア ー ク を 短 時 間 で 消 滅 さ せ る こ と が で き る 。
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　 ま た 、 前 項 （ ２ ） の 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 消 弧 グ リ ッ ド 内 に ア ー ク ガ ス の 十 分 な
ガ ス 通 路 が 確 保 さ れ る の で 、 電 流 遮 断 時 に 固 定 ／ 可 動 接 点 間 に 発 生 し た ア ー ク を 素 早 く 消
弧 グ リ ッ ド に 引 き 込 む こ と が で き 、 こ こ で 絶 縁 壁 の 延 長 壁 部 を 熱 分 解 し 易 い 樹 脂 材 で 構 成
す る こ と に よ り 、 そ の 熱 分 解 ガ ス に よ る ア ブ レ ー シ ョ ン 効 果 も 加 わ っ て 消 弧 能 力 が 向 上 す
る 。 そ し て 、 前 項 （ １ ） と （ ２ ） の 構 造 を 併 用 す る こ と に よ り 、 消 弧 装 置 の 消 弧 能 力 が よ
り 一 層 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 実 施
例 の 図 中 で 図 ５ ， 図 ６ に 対 応 す る 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 ア ー
ク ラ ン ナ ３ の 上 面 側 に 近 接 し て 小 片 の 絶 縁 物 ６ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 絶 縁 物 ６ は
ア ー ク 熱 を 受 け て 熱 分 解 ガ ス を 発 生 す る 樹 脂 材 （ 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 ， シ リ コ ー ン
樹 脂 ， フ ッ 素 樹 脂 な ど ） で あ る 。
　 上 記 構 成 で 、 電 流 遮 断 時 に 固 定 ／ 可 動 接 点 間 に 発 生 し た ア ー ク の 電 極 点 （ ア ー ク の 発 弧
点 ） が 電 磁 駆 動 に よ り 固 定 接 点 １ ａ か ら ア ー ク ラ ン ナ ３ に 移 行 す る と 、 こ の 位 置 で 前 記 絶
縁 物 ６ が ア ー ク 熱 を 受 け て 熱 分 解 ガ ス を 発 生 し て ア ー ク を 冷 却 し 、 ま た 熱 分 解 ガ ス 発 生 の
際 に ア ー ク の エ ネ ル ギ ー も 奪 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 消 弧 グ リ ッ ド ４ に よ る ア ー ク の 分 断 効
果 と 相 ま っ て ア ー ク 電 圧 が 急 速 に 高 ま り 、 電 流 が 短 い ア ー ク 時 間 で 限 流 遮 断 さ れ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 先 記 実 施 例 １ の 応 用 実 施 例 で 、 絶 縁 物 ６ が ア ー ク ラ ン ナ ３ の 上 面
中 央 位 置 に 直 接 被 着 さ れ て い る 。
　 こ の 実 施 例 は 図 １ の 構 造 と 比 べ て 絶 縁 物 ６ が ア ー ク 熱 を 受 け て 熱 分 解 し 易 く 、 ま た 固 定
接 点 １ ａ か ら ア ー ク ラ ン ナ ３ に 移 行 し て き た ア ー ク は 絶 縁 物 ６ を 挟 ん で 左 右 に 分 断 さ れ る
よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 絶 縁 物 ６ の 熱 分 解 ガ ス に よ る ア ー ク の 冷 却 が 効 果 的 に 行 わ れ る
と と も に 、 電 極 点 が 二 分 さ れ た ア ー ク の 電 極 降 下 も 加 わ っ て 効 果 的 に ア ー ク 電 圧 を 高 め る
こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ １ １ 】
図 ３ は 先 記 実 施 例 ２ の 変 形 実 施 例 で あ り 、 こ の 実 施 例 で は ア ー ク ラ ン ナ ３ が 図 示 の よ う に
左 右 に 分 岐 し た 二 股 形 状 に な り 、 そ の 基 部 を 固 定 接 触 子 １ の 接 点 部 に 連 接 し た 上 で 、 絶 縁
物 ６ が 二 股 の 間 の 空 き ス ペ ー ス に 介 挿 配 置 さ れ て い る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 請 求 項 ２ ， ３ に 対 応 す る 実 施 例 を 示 す も の で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 図
６ の 従 来 構 造 と 同 様 に 、 可 動 接 触 子 ２ の 開 極 移 動 経 路 を 左 右 か ら 挟 ん で 消 弧 グ リ ッ ド ４ の
内 側 入 り 口 域 に 縦 長 な 絶 縁 壁 ５ を 配 置 し た 上 で 、 こ の 絶 縁 壁 ５ の 一 部 を 消 弧 グ リ ッ ド ４ の
奥 側 に 向 け て 延 在 す る 延 長 壁 部 ５ ａ を 形 成 し 、 こ の 延 長 壁 部 ５ ａ を 図 示 の よ う に 消 弧 グ リ
ッ ド ４ の グ リ ッ ド 板 に 置 き 換 え （ 図 ６ に 示 し た 消 弧 グ リ ッ ド ４ か ら 一 部 の グ リ ッ ド 板 ４ ａ
を 外 し て 空 き ス ペ ー ス を 形 成 し 、 そ の 空 ス ペ ー ス に 延 長 壁 部 ５ ａ を 挿 入 配 置 す る ） て 配 置
す る 。 こ れ に よ り 、 延 長 壁 部 ５ ａ を 挟 ん で そ の 上 下 に 並 ぶ グ リ ッ ド 板 ４ ａ の 間 に は 拡 大 し
た ガ ス 通 路 （ 通 路 高 さ ｄ ） が 確 保 さ れ る 。 な お 、 前 記 の 延 長 壁 部 ５ ａ を 含 め て 絶 縁 壁 ５ は
ア ー ク 熱 に よ り 熱 分 解 ガ ス を 発 生 す る 樹 脂 材 で 形 成 さ れ て い る 。
　 上 記 の 構 成 に よ り 、 電 流 遮 断 時 に 固 定 ／ 可 動 接 点 間 に 発 生 し て 伸 長 し た ア ー ク は 、 前 記
の 拡 大 ガ ス 通 路 を 通 じ て 消 弧 グ リ ッ ド ４ の 外 側 に 排 出 す る ガ ス 流 に よ り 、 素 早 く 消 弧 グ リ
ッ ド ４ に 引 き 込 ま れ て グ リ ッ ド 板 ４ ａ に 転 流 ， 分 割 さ れ る よ う に な る 。 ま た 、 ア ー ク 発 生
か ら 消 弧 グ リ ッ ド ４ へ の 転 流 過 程 で は 、 絶 縁 壁 ５ お よ び 延 長 壁 部 ５ ａ か ら 熱 分 解 ガ ス が 発
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生 し て ア ー ク の エ ネ ル ギ ー を 奪 う と と も に 、 こ の 熱 分 解 ガ ス が ア ブ レ ー シ ョ ン 効 果 に よ り
ア ー ク を 冷 却 し ア ー ク 電 圧 を 高 め る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 発 生 ガ ス 流 に よ る 消 弧 グ リ ッ ド ４ へ の ア ー ク 引 き 込 み お よ び ア ー ク 冷 却 の
効 果 、 お よ び 消 弧 グ リ ッ ド 板 ４ ａ に よ る ア ー ク の 分 断 効 果 が 有 効 に 機 能 し 、 図 ６ に 示 し た
従 来 構 造 と 比 べ て 消 弧 能 力 が 向 上 す る 。
　 な お 、 こ の 実 施 例 を 先 記 し た 実 施 例 １ ～ ３ と 併 用 し て 消 弧 装 置 を 構 成 す る こ と に よ り 、
回 路 遮 断 器 の 遮 断 性 能 を よ り 一 層 高 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 消 弧 装 置 の 構 成 図 で 可 動 接 触 子 が 開 極 し た 状 態 の 側 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 消 弧 装 置 の 構 成 図 で 、 （ ａ ） ， （ ｂ ） は そ れ ぞ れ 側 面 図
， お よ び 平 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 消 弧 装 置 の 平 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る 消 弧 装 置 の 構 成 図 で 可 動 接 触 子 が 開 極 し た 状 態 の 側 面 図
【 図 ５ 】 従 来 に お け る 消 弧 装 置 の 構 成 図 で 、 （ ａ ） は 可 動 接 触 子 が 開 極 し た 状 態 の 側 面 図
、 （ ｂ ） は 固 定 接 触 子 の 外 観 斜 視 図
【 図 ６ 】 消 弧 グ リ ッ ド に 絶 縁 壁 を 組 み 合 わ せ た 消 弧 装 置 の 従 来 構 造 を 示 す 外 観 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ 　 　 固 定 接 触 子
　 １ ａ 　 固 定 接 点
　 ２ 　 　 可 動 接 触 子
　 ２ ａ 　 可 動 接 点
　 ３ 　 　 ア ー ク ラ ン ナ
　 ４ 　 　 消 弧 グ リ ッ ド
　 ４ ａ 　 グ リ ッ ド 板
　 ５ 　 　 絶 縁 壁
　 ５ ａ 　 延 長 壁 部
　 ６ 　 　 絶 縁 物
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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